


私たちについて
ABOUT US

都市建築設計は「設計」を通して、
安心で安全、人・環境に優しい街づくりに貢献します。

昭和 53年、沖縄県那覇市に創業し、これまで地域・社
会に支えられてまいりました。離島を含む沖縄県全域
で、公共施設の設計・監理と、個人法人のお客様の施
設（住宅、アパート、マンション、店舗、医療福祉施
設、事務所、ホテルなど）の設計・監理をおこなって
おります。
常に変わり続ける社会環境や地域社会の幅広いニーズ
や想いに応えるため、これまでの経験・実績を活かし、
新しい知識・技術を探求し続けてまいります。



企業理念 社訓

企業理念



会社概要

会社名 株式会社都市建築設計

設立 昭和 53年 12月 12日

資本金 1,100 万円

代表取締役 会⾧ 野原 勉
社⾧ 野原 康大

役員 専務取締役 下地 徹
常務取締役 赤嶺 康太郎
常務取締役 上原 政吉

所在地 沖縄県那覇市古波蔵4丁目1-1

業務内容 ・建築設計 監理
・建物耐力度調査
・建物物件調査
・用地補償全般

従業員数 常用 25名
男性社員 15名 女性社員 10名



会社沿革

1978年＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

12月 株式会社 都市建築センター設立 代表 野原 康輝

1979年＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

11月 本社を那覇市古波蔵260番地に変更

12月 株式会社 都市建築センター 設立 代表 野原 康輝

1990年＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

6月 社名を 株式会社 都市建築設計 に変更

1992年＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

8月 代表取締役に 野原 勉 就任

1994年＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

6月 那覇市鏡原に社屋が完成し移転

2007年＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

8月 補償コンサルタント協会 加盟

2010年＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

8月 日本医療福祉建築協会 加盟

2018年＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

7月 保養施設「ゲストハウスカルスト」が本部町に開所

2020年＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

10月 本社を沖縄県那覇市古波蔵4丁目1-1へ移転

2021年＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

7月 野原 康大 副社⾧ 就任

2024年＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

12月 野原 勉 代表取締役 会⾧ 就任

野原 康大 代表取締役 社⾧ 就任



業務概要

１．設計業務 ： 公共建築や戸建住宅・分譲マンション等の企画及び設計

２．工事監理業務 ： 工事現場での工事監理業務、現場立会、工程会議など

３．補償コンサルタント業務 ： 既存建物などの補償額算定

４．建築物定期報告調査業務 ： 既存建物の劣化状況等建物の定期報告調査、報告書作成

５．パース作成業務 ： 社内外のパース作成。モデリングや画像のレタッチなど

６．コンストラクションマネジメント業務 ： 発注者の立場にたちプロジェクトのマネジメントを行う

７．不動産コンサルティング ： 相続や資産継承、土地活用などの問題解決

８．BIM寺子屋 ： 設計事務所や建設会社向けのBIM推進、支援業務、訪問指導



豊富な知見と業界ネットワークで円滑な進行を実現します



ISO登録一覧

品質マネージメント：ISO 9001

2014年 11月 取得

環境マネージメント：ISO 14001

2022年 8月 取得

情報マネージメント：ISO 27001

2023年 8月 取得



SDG’ｓ 弊社の取り組み

弊社は「設計」を通して地域の安心で安全、ひと・環境に優しい街づくりに貢献し
ます。
弊社の様々な活動が「沖縄県の21世紀ビジョン」の基本理念とSDG’ｓ取り組みに
準ずるものであります。
常に変わり続ける社会環境や地域社会の幅広いニーズに答えるため、新しい知識・
技術を探求し地域社会に発信し続けます。



社員が働きやすい健康的な職場環境づくり

ジェンダー平等に基づいた採用を行い、意欲のある人材を評価し採用する
ことで、女性技術社員の比率は37％を維持しております。

雇用条件で、産休、育休、育児中の時短勤務はもちろんのこと、社会環境、
各個人の状況に応じて「リモート勤務」を積極的に取り入れております。

社員の健康増進として、「社員食堂」を設けております。社員食堂には、
専任の栄養士（コック）を配置することで、バランスの良い食事の提供が
可能となっております。また、スポーツジムと提携することで、食生活と
運動習慣の双方から健康増進を図っております。

設計業務は、⾧時間同じ姿勢になることが常ですが、弊社はより健康的に
働くために、「電動上下昇降デスク」を採用することで、一人ひとりに
フィットした環境を作り出すことで社員の健康増進、生産性向上に貢献し
ます。

自然を感じる設計心を育む、社員の家族や友人と余暇を楽しむため、やん
ばるの山に保養施設「ゲストハウス カルスト」を設けております。社員
誰もが利用でき、家族や友人と自然を感じながらコミュニケーション、イ
ベントを楽しむことができます。



３ＤＣＡＤの導入とプレゼン能力の向上 若手社員への教育の増進

ＢＩＭを扱う設計事務所としてArchicadを導入し、専門セミナーや講習
会、社内勉強会を通して新たな技術者の育成を行っております。

ベテランから若手まで多くのＢＩＭユーザーが在籍しているため、若手社
員も安心して質問できる環境が整っております。

３ＤＣＡＤ上で作図することで、作図と共にパースの様なモデリングがで
き、建築に詳しくないお客様にも直観的なアプローチが行えます。また、
モデルからパースや、動画を作成することができ、プレゼン能力の向上に
繋がります。

資格取得支援、手当を支給し経済的支援を行い、時短勤務の調整や試験前
には特別休暇の取得ができます。

インターンシップを積極的に受け入れ、仕事に対する自身の適正を知る機
会の提供を行い、社会に貢献します。また、インターンシップを通して、
性別・年齢や経験を問わない意欲ある人材の活用促進を行っております。



環境にやさしく、地域コミュニティーへの貢献
設計において、良好な景観やＬＣＣの追求を配慮し、変化する社会利便

への順応性に配慮します。

再生可能な資材とエネルギーの利用として、自社ビルにおいても太陽光
発電設備を設置し環境問題に貢献します。

事務所の清掃や道路花壇への水やり、積極的な挨拶を率先しております。

地域自治会が行う祭り（漫湖公園桜まつり）の協賛をしております。

公民連携事業（ＰＰＰ・ＰＦＩ）公共事業へ民間チームでの積極的参加

公共団体の事業計画に民間事業所として民間チームを作り、設計の立場
で役割に準じた提案に貢献します。

 PFI事業で２件の優先交渉権の獲得。



沖縄県人材育成企業の認証

沖縄県人材育成企業とは？

従業員が働きがいを感じ、スキルアップと

キャリア形成を行うことができる人材育成

に優れた企業のこと

審査項目

• 新規採用者育成計画（OJT含む）の策定
• 新規学卒者、中途採用者の初任者研修の実施
• 材良育成計画の策定
• 中間層、管理職届等の階層別研修の実施
• 資質向上のための社外研修
• 従業員の能力開発に伴う支援制度の有無
• 人材育成を目的とした評価または面談の実施
• 過去３年間における若年者（29年未満）の正規雇用
• 新規学卒就職者の就職後３年以内の離職率
• 高齢従業員、高齢休職者の在籍可能年齢が65歳以上また

は不問
• 障がい者雇用の状況
• 女性の活躍に向けた目標設定の有無、または女性管理職

率が30％以上
• 女性従業員のためのキャリアアップ支援の有無
• 過去３年間におけるインターンシップや職場体験の受入

等の有無
• 県内の業界平均と比べて正社員の平均勤続年数が高い



実際の記事 2023.05



Ｗｏｒｋｓ 公共施設



Ｗｏｒｋｓ 民間施設



Ｗｏｒｋｓ 個人住宅



TOPIC-進行中のプロジェクト紹介(一部)

沖縄建設新聞より

・うるま市 勝連城址周辺整備事業（PFI事業）

・宮古島市 総合体育館 実施設計業務

うるま市HPより

・うるま市 総合体育館整備運営事業（PFI事業）

うるま市HPより

・那覇市 新真和志複合施設建設事業（PFI事業）



BIMとは

BIM（ビム）とは、Building Information Modeling の略称で、コンピューター上に作成した３Dモデルに建築
に関する様々な情報を取り入れた設計ツールです。

BIMを用いることで建物の外観・内観のイメージのすり合わせ、西日やお庭の植栽などのシミュレーション、床
や壁材の色彩検討など、２次元の図面では分かりにくい情報が３Dでわかりやすくイメージできるようになるた
め、クライアント様のご要望に沿ったイメージを共有しながら、安心して設計を進めていくことが可能です。

弊社では2013年より、Graphisoft (グラフィーソフト社）の「Archicad」というBIMソフトを導入しています。
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BIMを利用するメリット

図面だけではわかりづらかった情報がBIMの3Dモデルを用いることでわかりやすくなる。

通常はCADという設計ツールを用いて、図面を作成して打ち合わせを行い、建設を行いますが、その場合は認識
の違いなどが原因で建物が建ってから「こんなはずじゃなかった・・・」とすれ違いが起こりえます。
ですがBIMを用いた3Dモデルを活用して打ち合わせを行うことで、しっかりと認識合わせを行ってから建設を
進めることができるので、安心して家を立てることが可能です。

従来のお打ち合わせ

紙の図面のみ

BIMを用いたお打ち合わせ

その場で壁紙などの内装の検討ができる

図 面

モデルやパース



BIMを利用するメリット

精度の高い３Dモデルで完成イメージが具体的になります。

BIMで作成するモデルは精度が高く、図面だけでは分からない建物のイメージを設計段階で具体化することがで
きます。

BIMの３DモデルBIMの３Dモデル 完成した実際の建物完成した実際の建物



BIMを利用するメリット

床や壁の仕上げなど、様々な検討案をお好みに合わせてシミュレーションできます。

時間経過による日当たりのシミュレーションができます。



BIMを利用するメリット

BIMを用いることで設計から施工まで一貫した情報をまとめることができ、品質アップにつながります。

BIMの3Dモデルは、クライアント様に設計段階から具体定なイメージをお伝えするだけでなく、設計後の施工会社様や協力企業
様との連携にも役立ちます。専門の業者でも図面だけでは認識にズレが生じてしまう可能性があり、BIMの3Dモデルで具体的な
イメージをお伝えすることで事故の予防や設計段階で取り決めしたイメージ通りの建物に仕上がるなど、品質アップにつながり
ます。



TEL：098–832–1102  /FAX：098-832-7733
mail：info@toshik.jp

URL：http:toshikenchiku-sekkei.com
〒900-0024 沖縄県那覇市古波蔵4-1-1

会社実績

会社 HP Youtube Instagram

Facebook X


